
“もっとみらい”コンソーシアム
第一回定期総会

【お申込み先】  “もっとみらい”コンソーシアム第一回定期総会運営事務局   fax. 023-624-5902   e-mail. ab-okitama@y-ab.co.jp
【お問合せ先】  山形大学大学院理工学研究科ものづくり技術経営学専攻とうほくMITRAI（みらい）コース

  〒992-8510 山形県米沢市城南4-3-16   tel. 0238-26-3622

大学と産業界の連携によるグローバル人材育成のためのシンポジウム

受付開始 13：30～

【第一部】
●「山形大学における国際人財育成の取り組みとコンソーシアムへの参加の意義」
山形大学大学院理工学研究科准教授
とうほくMITRAI（みらい）コース・推進担当
●「アジア人財コース在校生による研究発表」

14：00～15：00　「プログラムおよびコンソーシアムの概要説明」

●「開会の挨拶」
株式会社YCC情報システム社長
もっとみらいコンソーシアム会長
山形大学大学院理工学研究科教授
とうほくMITRAI（みらい）コース・コンソーシアム担当

【第二部】

15：00～17：00　「基調講演」

【懇親会】 17：00～18：30

綾部　誠 氏

●「ベトナムにおける国際人材育成の課題」
山形大学大学院理工学研究科教授
とうほくMITRAI（みらい）コース・プロジェクトリーダー 高橋　幸司 氏

●「閉会挨拶」
山形大学大学院理工学研究科教授
とうほくMITRAI（みらい）コース・プロジェクトリーダー 高橋　幸司 氏

●「もっとみらいコンソーシアムの事業計画・収支計画・会則変更の承認」
もっとみらいコンソーシアム幹事会委員長 渡邊　毅 氏

●「中国における国際人材育成の課題」
山形大学産学連携教授 柴田　孝 氏
●「留学生のインターンシップ受け入れによる企業効果」
株式会社プロジェクト地域活性プランナー 太田　正哉 氏
●「日本企業における外国人社員の採用・活用」
株式会社ジェイエーエス代表取締役社長 小平　達也 氏
●「行動特性から見た外国人社員の特徴とマネジメント」
株式会社オリエスシェアードサービス代表取締役社長 横田　大伸 氏

とうほくMITRAI在校生

津志田　光弘 氏

松田　修 氏

グローバル化とボーダレス化が目まぐるしい勢いで
世界中を圧巻するなか、日本国内では少子高齢化に
よる人口動態の変化、国家財政の恒常的な赤字を背
景にしつつ、団塊世代・熟練工の大量退職、国際競争
力の相対的低下、産業の空洞化など諸課題が山積し
ています。このようななかで日本企業の事業展開や
生き残りのためにカギとなるのが、優秀な国際人材
の確保と人材育成のための仕組の構築です。シンポ
ジウムでは、上記のような視点からこれからの時代を
切り拓くための「国際人材の育成」に焦点をあてて、
議論を深めます。

山形大学大学院理工学研究科ものづくり技術経営学
（MOT）専攻は、平成20年から経済産業省・文部科学
省の共同委託事業である「アジア人財資金構想」に取
り組んでいます。このプロジェクトは、アジア各国から
極めて秀でた留学生をリクルートし、山形大学大学院
理工学研究科MOT専攻において高度な専門教育と
技術経営学にかかわる特殊教育を実施するとともに、
日本に関連する教育（日本語、日本ビジネス、日本事
情など）を行うものです。大学院を修了した留学生は
卒業後に東北地域の企業に就職し、企業の海外にお
ける市場開拓、海外への技術移転や事業展開におい
て中核的な役割を担います。山形大学ではこれまで
に数多くの優秀な留学生を世界各国から受け入れて
おり、これからの山形県や東北地域の企業活動を担
える国際人材の育成を推進しています。

山形大学大学院理工学研究科 ものづくり技術経営学（MOT）専攻

【アジア人財資金構想　経済産業省・文部科学省連携事業】
とうほくものづくり国際人財育成プログラム

とうほくMITRAIとは…
Monozukuri Industry Talents Relating to All-Asian 
Innovationの頭文字をとった略です。東北のものづくり
技術をもってアジアのイノベーションを索引します。

東京第一ホテル米沢　桜園の間（２階）
〒992-0045  山形県米沢市中央１-13-３　tel. 0238-24-0411
山形新幹線JR「米沢駅」下車、「米沢駅」よりタクシーで約10分（駐車場あり）

会　場

平成22年３月11日（木）
【総　会】14：00～17：00
【懇親会】17：00～18：30

日　時

定期総会 第一部、第二部：無 料　懇親会：1,000円参加費

その他
シンポジウムのテーマや山形大学の国際人材育成、ならびにコンソーシアムに興味・関心
のある方は自由に参加できます（企業および個人）。

このチラシ裏に必要事項を記入のうえ、FAXにてお申し込みください。または裏面の記載事項
を明記のうえ、メールにてお申し込みください。
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グローバルな時代を生き抜くための国際人材の育成と仕組の構築
ーこれまでのアジア人財資金構想の取り組みからー
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山形大学大学院理工学研究科ものづくり技術経営学専攻
とうほくMITRAI（みらい）コースは、

コンソーシアムへの参加企業を募集しています。

山形大学大学院理工学研究科ものづくり技術経営学（MOT）専攻は、これまでの長年にわたる教育実績と経験・ノウハウを基盤として、大学と企業との協
力関係をさらに強化することを通じて、人材育成や先進的な講義・セミナーを多方面で実施し、地域産業の発展と飛躍に貢献します。企業の皆様にはコン
ソーシアム会員としてご参加いただくことによって様々な特典・機会が得られ、企業における開発・生産・販売・管理等の諸活動を他方面から支援します。

企業ニーズに応じた無償・有償事業の提供、企業内語学
教育への講師派遣、優秀な留学生の就職斡旋等

外国人労働者の日本教育、コンサルタントの派遣依頼、
大学の企業ネットワークの利用等
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企業にとっての加入メリット

コンソーシアムにご加入いただくと下記サービス・特典が受けられます。

【コンソーシアム会員向け事業の紹介】

“もっとみらい”コンソーシアム第一回定期総会 参加申込書
申込締切日／平成22年３月７日（日）

fax. 023-624-5902　メール. ab-okitama@y-ab.co.jp
※メールの場合はタイトルに「シンポジウム申込」と記載の上、下記の内容を明記してお送りください。

ご氏名

（ふりがな）

会社名
・

ご所属

電話番号

参加する　　　・　　　参加しない

ご連絡先

〒

懇親会
（どちらかに○）

【無償のサービス・教育等】
双 方 向 教 育
研 究 会 へ の 参 加
マ ッ チ ン グ の 利 用
無 償 講 座 の 実 施

…山形大学のＭＯＴ所属教員がコンソーシアム参加企業を訪問し、外国人雇用のメリットと雇用方法に関する講演を実施します。
…ものづくり・ひとづくりに関して定期的に開催される研究会に参加することができます。
…大学の企画・実施する就職説明会に優先的に参加することができます。
…山形大学のMOT所属教員が会社や工場を訪問し、ものづくり・ひとづくりに関する講演・講義を実施します（１会員につき最大１回）。

【有償のサービス・教育等】
有 料 講 座 へ の 参 加
ショートコースへ の 参 加
外 国 語 講 座 へ の 参 加
コンサルティングの優先的権利

…企業ニーズを踏まえた形でのMOT所属教員による有料講座を受講することができます。
…技術経営やものづくり・ひとづくりに関連する連続公開講座を優先的に受講することができます。
…私費留学生による外国語講座（例：中国語、ベトナム語、フランス語等）を、申請に基づき企業内で開催することができます。
…MOT所属教員による技術・経営コンサルティングを申し込み、優先的に受けることができます。

【短  　期】
直近の経営的・技術的な問題・課題を克服・改善するとともに、短期
的な収益改善を促す。

【中  　期】
社員の企業内外における再教育を行うとともに、各種講座などを
通じて社員や経営者の意識改革と行動変革を促す。これにより技
術革新や経営革新を創出する。秀でた技術者や外国人留学生を
社員として確保したりインターンシップを受け入れることで、多様
な価値観・視点から企業内イノベーションを創出する。

【長  　期】
外国企業や国内企業との競合に勝ち抜く知識・技術・ノウハウを企
業に内部化し、専門分野で揺ぎない市場シェアを確保するととも
に、激変する環境のなかでも安定した経営を実現する。


